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毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが�  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

5 月追加予定：【法人への提案】事業承継の
勘所 切ってもきれない相続対策

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
5 月追加予定：法人 No.04 公的年金額の
計算式は横断的に活用できます！

●  “映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
5 月追加予定：【法人】事業保障資金

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに� 
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

注目の記事

11月２日から特別公開！
公的保険アドバイザー協会

「公的保険入門セミナー」
動画を特別公開！ !



白水性一 昭20・29・38・47・56
平2・11

黒土性二 昭19・28・37・46・55
平元・10 碧木性三 昭18・27・36・45・54・63

平9

緑木性四 昭17・26・35・44・53・62
平8 黄土性五 昭16・25・34・43・52・61

平7

白金性六 昭15・24・33・42・51・60
平6 赤金性七 昭14・23・32・41・50・59

平5

白土性八 昭13・22・31・40・49・58
平4・13 紫火性九 昭12・21・30・39・48・57

平3・12

開運
マダム晶子の九性気学で

今日から

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれ
たときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ
年ごとにより違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影
響を与える本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6 年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒 180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

今月の運勢
願望達成の今月は、自分の気はピント外れ。取り巻く状況は最高
に良い時。重要月の成功は自分の気持ちを表に出さず、周囲と
協力関係を結んで活動することが得策。ビジネス運は自己ＰＲを
することで認知度が高くなり、契約に結ぶ感あり。金銭運は持ち
込まれる話は良好です。社交運は再会に期待大。

今月は自分の気持ちも取り巻く周囲の状況も、あなたの味方に
ならない厳しい時。どんなときでも、単独行動する方が運は開き
やすい時です。ビジネス運は他者に邪魔をされないように、脇を
しっかり固めて行動しましょう。金銭運は入金よりも出銭の方がか
さみそうです。社交運は良い気になっていないので先送りで現状
維持です。

運勢階段の最上階で過ごす今月は、今までと違い、あなたが慢
心してしまいます。勝利の後の月は新しい動きを控えましょう。
そして、自分の足許をしっかり固めて次の出番へ備えましょう。
ビジネス運は謙虚な姿勢で誰にでも接することが大事です。金
銭運はかなりの実入りが期待できます。社交運は次の出番まで
待ちましょう。

変化厳禁の時ですから、現状維持を守りつつ活動をしていきましょ
う。あなたが変身願望を抱いても変化すると運気は更に悪くなる
ので、変わらない努力をして頑張りましょう。ビジネス運は旧知
の友や懐かしい人からの支援を受けられそうです。是非訪ねてね。
金銭運は良くありませんので、出さないことです。社交運は復活
や再会あり。

どうしても、何をしてもお仕事モードになりません。怠けたいわ
けではないのに、力が抜けて動きが鈍くなってしまいます。とに
かく、周りとギクシャクしやすい時ですから、辛抱すること。ビジ
ネス運は行き違いやイージーミスが多発しそう、注意。金銭運
は良くないですから、計画して散財しないこと。社交運は現状維
持です。

気力がないのでやる気も出てこない今月は、全てに渋滞気味で
す。無理をしないで辛抱強くやるべきことに取り組み、次の出番
へ向けた準備をして計画を練り込んでおくのが良いです。ビジネ
ス運は年配の女性達へ支援のアプローチをかけましょう。金銭運
は良くないので散財しないでね。社交運は現状維持です。

離合集散の時。何かにつけて人との別れや出会いが多い時。自
分の気も取り巻く周囲の流れも非常に良いです。ビジネス運は
復活に期待できるので、今まで放置していた案件などは手を加え
ましょう。金銭運は良くありません。古い金銭トラブルに注意。
社交運は旧知の人との再会などが多くなる。

発展の機運に乗りました。今月は思い切って前進しましょう。周
囲からは、欲張りな要求が出されますが無視しましょう。どんな
ときも、自分の思う行動を優先させてね。ビジネス運は再生復
興もあるので、もう一度トライしましょう。金銭運は欲を出さな
ければ、そこそこ実入りがあります。社交運は人気運上昇中です。

重要月の今月は単独行動で走りましょう。組織や周りが全く当て
にできません。自分の気も取り巻く周囲の状況も良くないので
す。ビジネス運は周囲の人達への奉仕が優先順位。そこから新
しい芽が出始めます。金銭運は、全くツキがない消費は計画的
に金銭管理をしてね。社交運はお誘いの多い時、深入りは禁物
です。

開運★西吉方位～日帰りの旅を。
（千客万来で社交的に展開することができる吉方位）

開運★東大吉方位～ここで営業、商談を計画してね。
（最高の商談になり、良い情報が入る可能性大）

開運★東吉方位～半日程度で友を訪ねましょう。
（飲食を伴う場所から紹介話へ結ぶ）

開運★北大吉方位～ここで営業活動や飲食を。
（飲食が取り持つ縁が生まれやすい、紹介が出る）

開運★東南吉方位～ごく近くで営業活動を。
（さまざまなけじめが付いてすっきりする開運方位）

開運★東南吉方位～ここで営業活動を。
（新しい出会いに期待できる、紹介話も出てくる可能性大）

開運★東南のごく近くで営業活動を。
（新しい出会いに期待、仲間との絆が芽生える )

開運★今月は吉方位がないので先祖供養のお墓参りをしましょう。
（お墓参りは気の流れを正常に導いてくれる）

開運★北大吉方位～北の神社にご祈願に行きましょう。
（営業利益のアップが期待できる、良い出会いがある）

2021 年 5 月節 5.5▶6.4



～今年度の表紙は広島にゆかりがある写真を掲載しています～
今月の表紙：「広島市民球場（Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島）」広島市南区南蟹屋にある広島東洋カープ本拠地の野球場。観客席は、一席あたり　　
　　　　　　大リーグ球場並みの横幅 50cm、奥行き 85cmの広さを確保。JR 線に面しており、新幹線等の車窓からも球場が見られることでも知られる。

C O N T E N T S

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に広報
誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314
E-mail info@jaifa.or.jp

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。生命保険の知識の向上と一般消費者の利益保護を図

り、国民生活を守るため、公正・適正な業務の運営を
目的とした生命保険募集人の公益団体であり、生命保
険ファイナンシャルアドバイザーとして活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

※ 2021 年の Present は、地球環境の保全保護を考
慮し、大豆油から作られたソイインクと適切に管
理された森林から出された FSC の製品を使用して
います。

累計総額　5億6,149万2,328円
令和2年度募金現在額は1,437 万6,530円です （令和 3年 3月31日現在）

　　 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  	 特集�  
第 2 回　仕事や生活に役立てるミニ知識

     「キャッシュレス決済」、            　
メリットや上手な利用法は？

06  	 連載
　　  第 2 回　ごちそうの歴史 
	 ラーメン

08  	 第 73 回　ゼロから学ぶ税金講座
	 優遇される退職金（後編）

10  	 第 221 回　ありがとう生命保険		   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

	  「自分らしく生きるために」
	  秋田県 五城目町立五城目第一中学校　3 学年　舘岡 寧々

12  	 第 50 回　社会保険 Q&A
	 「70 歳リタイア」時代と社会保険（前編）

05
/2021

厚生労働省では、今後の接種を円滑に進めるため、新型コロナワクチンへの関心や疑問
に対し「見やすさ・分かりやすさ・伝わりやすさ」をコンセプトとしたサイトを 3 月 31 日に開設しました。

厚生労働省「新型コロナワクチンＱ＆Ａ特設サイト」
https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/
※今までのＱ＆Ａ情報はすべて特設サイトに移行済です。詳細は厚生労働省のホームページをご参照ください。

新型コロナウイルス感染症予防のために　

13  	 第 110 回　桐生純子の愛され力		   
コミュニケーション術

	  【自分を成長させるためのヒント】 
～心が喜ぶ工夫をしましょう～

14  	 第 197 回　お客様からの感謝の声
	 大きな愛情とたくさんの思い出を　　　　　

遺して逝った 46 歳の夫。　　　
　　 涙が枯れることはありません
	
18  	 第 122 回　思わず伝えたくなる！		   

お金にまつわるエトセトラ
マイナンバーカードが保険証の代わりになる！

19  	 第 38 回　想いをつなぐ
	 生命保険の日の募金を行いました！
20    第 37 回　JAIFA VOICE
	 「紡ぐ」～想いをかたちに～をテーマに！

21    タオル、メガネ、カード類、マスク　　　　　　
収集へご協力のお願い

24    2021 年 JAIFA 年次大会 in 広島
	 ウェブ参加者募集のご案内

「Present」の語源には「現代・今」という意味があります。
一人ひとりの大切な今日に感謝の気持ちを込めて

「プレゼント」を贈ります。

01 2021  |  May



特集

仕事や生活に役立て
る

ミニ知識ミニ知識

第 　 回

日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は

日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
？

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
？

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
語
る
と
き
に
、
し
ば
し
ば
耳

に
す
る
の
が「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
」で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
と
は
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
支
払
手
段
に
よ
る
年
間
支
払
金
額
÷

国
の
家
計
最
終
消
費
支
出
」
で
算
出
し
た
も
の
。

2
0
1
7
年
に
、
経
済
産
業
省
が
公
表
し
た

「
F
i
n
T
e
c
h
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
こ

の
計
算
式
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
2
0
1
9
年
時
点
の
キ
ャ
ッ
シ
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６
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３
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％
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述
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シ
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カ
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中
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ド
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よ
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い
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す
。
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か
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今
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は
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る
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非
接
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中
で
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さ
れ
る
キ
ャ
ッ
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ス
決
済
に
つ
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て
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あ
ら
た
め
て
そ
の
手
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知
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お
き
ま
し
ょ
う
。

2

※ 1：経済産業省「第 2 回 キャッシュレス決済の中小店舗への更なる普及促進に向けた環境整備検討会」資料
※ 2：日本銀行「第 135 回事業年度（令和元年度）決算等について」
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2
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世
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げ
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
推
進
す
る
背
景
と
し

て
は
、
現
金
の
取
扱
コ
ス
ト
の
問
題
も
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

現
金
の
製
造
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行

の
令
和
元
年
度
の
決
算
資
料
に
よ
る
と
、
銀
行
券

の
製
造
費
は
5
2
4
億
円
（
※
2
）。
さ
ら
に
、

現
金
を
流
通
さ
せ
る
た
め
の
A
T
M
の
設
置
費
用

や
維
持
・
管
理
費
用
も
含
め
れ
ば
、
多
額
の
コ
ス

ト
が
必
要
な
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
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決
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分
類

キ
ャ
ッ
シ
ュ
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ス
決
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分
類  

す
る
と

す
る
と

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
種
類
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
決
済
の
種

類
は
、「
支
払
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
に
よ
っ
て
大

き
く
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
図
表
参
照
）。

ど
の
種
類
の
決
済
も
、
磁
気
や
I
C
チ
ッ
プ
の

組
み
込
ま
れ
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
提
示

し
て
支
払
う
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
い
ま
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
な
ど
を
登
録
し
、
Q
R
コ
ー
ド
や
バ
ー

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
決
済
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
家
計
管

理
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
の
で
、
利
用

の
際
は
、
買
い
物
の
シ
ー
ン
や
金
額
な
ど
に
よ
っ

て
使
い
分
け
る
と
、
便
利
で
か
つ
使
い
す
ぎ
の

防
止
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
何
が
便

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
何
が
便

利
に
？

利
に
？

で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●

現
金
が
必
要
な
く
会
計
が
ス
ピ
ー

現
金
が
必
要
な
く
会
計
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
デ
ィ

会
計
時
に
札
や
小
銭
の
出
し
入
れ
か
ら
開
放

さ
れ
ま
す
か
ら
、
レ
ジ
で
の
支
払
い
も
素
早
く

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
額
紙
幣
を
出

し
た
と
き
の
店
員
と
客
、
双
方
の
お
釣
り
の
確

認
な
ど
も
急
い
で
い
る
と
き
に
は
煩
わ
し
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
店

側
か
ら
見
て
も
レ
ジ
を
閉
め
る
時
の
現
金
管

理
な
ど
も
手
間
が
か
か
る
作
業
と
い
え
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
進
め
ば
、
業
務
効
率
の
面

か
ら
も
利
点
が
あ
り
そ
う
で
す
。

種類 利用方法

前払方式
・電子マネー

事前にカードやスマートフォンにチャージ（入金）し、店舗の
端末で読み取って支払う

即時払い方式
・デビットカード

店舗の端末で読み取って支払うと、紐付けた銀行口座から
即時に代金が引き落とされる

後払い方式
・クレジットカード

クレジットカード会社が立て替えた買い物代金を、消費者が
後日カード会社に支払う

キャッシュレス決済の種類

03 2021  |  May



●

AA
TT
MM
に
並
ぶ
必
要
が
な
い

に
並
ぶ
必
要
が
な
い

月
末
近
く
に
な
る
と
、
多
く
の
人
が
銀
行

の
A
T
M
に
並
ぶ
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
手

間
や
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
ら
効
率
的
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
か
ら
の
チ
ャ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
、
い
っ

た
ん
現
金
を
引
き
出
す
手
間
も
不
要
で
す
。
銀

行
も
A
T
M
の
削
減
に
動
い
て
い
ま
す
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
利
便
性
を
よ
り
感
じ
る
と

き
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●

お
金
の
管
理
が
し
や
す
い

お
金
の
管
理
が
し
や
す
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
家
計
簿
ア
プ
リ
な
ど
に
、

カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
、
Q
R
決
済
、
銀
行
口

座
な
ど
を
連
携
さ
せ
て
お
け
ば
記
録
が
残
る
た

め
、
自
動
で
支
出
管
理
が
で
き
、
家
計
管
理
が
一

段
と
楽
に
な
り
ま
す
。
買
い
物
の
都
度
、
手
動
で

記
録
を
つ
け
る
手
間
が
な
い
の
で
、
家
計
簿
の
習

慣
が
な
か
っ
た
人
で
も
長
続
き
す
る
で
し
ょ
う
。

●

コ
ロ
ナ
禍
で
の
非
接
触
に
も
対
応
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
非
接
触
に
も
対
応
す
る

衛
生
面
か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
広
が
る
な

か
、
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
い
、

紙
幣
や
硬
貨
を
利
用
せ
ず
に
決
済
が
で
き
る
点

は
、
現
金
を
介
し
た
店
員
と
客
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
こ
と
に
も
寄
与
し
ま
す
。
衛
生
上
の
観

点
か
ら
も
、
非
接
触
時
代
に
も
マ
ッ
チ
す
る
決

済
方
法
と
い
え
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
使
い
す
ぎ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
使
い
す
ぎ

る
？
る
？

便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
す
が
、
一

方
で
、
現
金
で
な
い
と
使
い
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
も
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
協
会
の
調
査

が
あ
り
ま
す
（
表
参
照
）。

調
査
で
は
、
業
種
別
に
、
購
入
者
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
と
現
金
の
利
用
額
の
差
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
１
・
5
８
倍
、
コ
ン
ビ
ニ
で
１
・
５
５
倍
、

雑
貨
・
文
具
で
２
・
5
４
倍
、
業
種
全
体
平
均
で

は
、
１
・
７
1
倍
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
方
が

現
金
よ
り
も
お
金
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
で

し
た
。

明
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
方
が
使
い
過
ぎ
て
し
ま
う
要
因
と
し

て
、
財
布
の
中
に
お
金
が
な
く
て
も
、
購
入
で
き

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
後
払
い
と
い

う
特
徴
か
ら
、
購
入
へ
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
り
、
持
っ
て
い
る
お
金
以
上
に
買
い
物
を
し

て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

使
い
方
を
工
夫
す
れ
ば
便
利
で

使
い
方
を
工
夫
す
れ
ば
便
利
で

お
得
に

お
得
に

と
は
い
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
先
述
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
カ
ー
ド
会
社

や
決
済
事
業
者
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
と
い
う

特
典
も
あ
り
ま
す
。
使
い
方
を
工
夫
す
れ
ば
、
現

金
よ
り
も
お
得
に
利
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。

※日本クレジットカード協会「現金とクレジットカード間の購入単価格差に関する調査」

業種名 単価比率
全体（@1,000 円以上）※ 1.71

小売店

スーパーマーケット 1.58
コンビニ 1.55
ドラッグストア 1.85
衣料品専門店 2.3
雑貨・文具 2.54

交通関連
新幹線・特急列車 1.71
高速バス 1.22
タクシー 2.06

飲食店
@3,000 円以上 1.39
@1,000〜 3,000円未満 1.11
@1,000 円未満 1.14

ホテル・旅館・宿泊施設 1.28

現金とクレジットカード間の購入単価格差
単価比率=クレジットカード決済単価 /現金決済単価
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●

使
い
す
ぎ
防
止
に
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

使
い
す
ぎ
防
止
に
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

購
入
代
金
が
、
支
払
い
と
同
時
に
銀
行
口
座
か

ら
即
座
に
引
き
落
と
さ
れ
る
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

特
徴
か
ら
、
使
い
す
ぎ
の
管
理
に
は
も
っ
て
こ
い

で
す
。
口
座
残
高
の
範
囲
内
で
の
利
用
に
な
る
た

め
、
用
途
を
決
め
て
利
用
す
れ
ば
、
支
出
管
理
も

楽
に
な
り
ま
す
。

●

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
11
回
払
で

回
払
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
カ
ー
ド
会
社
な
ど
に

よ
っ
て
2
回
か
ら
24
回
な
ど
の
分
割
払
い
も
で
き

ま
す
。
た
だ
、
分
割
払
い
の
途
中
に
家
計
に
変
化

が
起
き
て
予
想
外
の
支
出
が
あ
る
と
、
返
済
負
担

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

の
買
い
物
は
、
確
実
に
返
済
で
き
る
額
の
利
用
に

と
ど
め
、
1
回
払
に
し
て
お
く
の
が
安
心
で
す
。

●

チ
ャ
ー
ジ
方
法
を
ひ
と
工
夫

チ
ャ
ー
ジ
方
法
を
ひ
と
工
夫

電
子
マ
ネ
ー
や
Q
R
決
済
な
ど
で
は
、
残
額

が
一
定
の
額
を
下
回
る
と
、
紐
付
け
た
銀
行
口

座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
か
ら
、
オ
ー
ト

チ
ャ
ー
ジ
で
き
る
機
能
を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま

す
。
便
利
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
無
意
識
に
使
っ

て
し
ま
う
と
常
に
残
高
の
あ
る
状
態
に
な
り
ま

す
か
ら
、
使
い
す
ぎ
に
繋
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
オ
ー
ト
チ
ャ
ー

ジ
の
設
定
は
せ
ず
、
予
算
の
上
限
を
決
め
て

チ
ャ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も

オ
ー
ト
チ
ャ
ー
ジ
を
利
用
し
た
い
と
い
う
人
は
、

チ
ャ
ー
ジ
元
を
銀
行
口
座
に
し
て
お
け
ば
、
デ

ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同
様
に
、
口
座
残
高
内
の
利

用
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
か
ら
の
チ
ャ
ー
ジ
だ
と
、
後
か
ら
支

払
い
が
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、
管
理
が
難
し
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
金
を
持
た
ず
に
買
い
物
が
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
や
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
特
典
も
あ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
。
自
分
な
り
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
生
活
に
取
り
入
れ
、
便
利
で
お
得
な
生
活
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

column

会社員の給与を、キャッシュレス決済サービスで受け取る、いわゆる「給与のデジタル払い」が実現するか

もしれません。

労働基準法では、給与の支払いは全額を通貨で支払うことになっていますが、労働者の同意があれば、銀行な

どへの振り込みも例外として認められています。この例外に、スマホ決済などのキャッシュレス決済も加え

ようと検討が進んでいます。

実現すれば、都度ATMから現金を引き出すことなく買い物ができたり、同じスマホ決済サービスを使う子ど

もに小遣いを送金するなどの使い方が想定されます。

給与のデジタル払いの対象になるキャッシュレス決済は、PayPay などの資金移動業の登録事業者で、今後

定められる基準を満たした事業者になる予定です。

給与もキャッシュレスの時代に？給与もキャッシュレスの時代に？

05 2021  |  May



歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

が
、
日
本
の
食
文
化
と
融
合
し
て
独
自
の
発
展

を
遂
げ
た
ラ
ー
メ
ン
は
す
で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

は
別
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
欧
米
諸
国

は
も
と
よ
り
中
国
で
も
「
日
式
ラ
ー
メ
ン
」
と

し
て
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ラ
ー
メ
ン
と
日
本
人
の
出
会
い
の
歴

史
を
た
ど
る
と
「
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
た
の
は
水
戸
光
圀
で
あ
る
」
と
い

う
逸
話
が
思
い
当
た
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
水
戸
黄
門
こ
と
水
戸
光
圀
は
食

に
対
す
る
好
奇
心
が
強
く
「
１
６
６
５
年
に
儒

学
者
・
朱
舜
水
の
接
待
で
麺
料
理
を
食
べ
た
」

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
麺
料
理
は
中
華
麺

で
は
な
く
レ
ン
コ
ン
の
で
ん
ぷ
ん
と
小
麦
粉
で

作
ら
れ
た
平
打
ち
麺
で
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
に
用
い
ら
れ
る
中
華
麺
は
単
に
小

麦
粉
を
練
っ
た
も
の
で
は
な
く
、小
麦
粉
に「
か

中
華
麺
と
の
出
会
い
は
五
百
年
前

中
華
麺
と
の
出
会
い
は
五
百
年
前

素
材
の
旨
味
が
凝
縮
し
た
ス
ー
プ
が
絡
む
、

つ
る
り
と
口
当
た
り
の
よ
い
中
華
麺
。
火
傷
し

そ
う
に
熱
く
て
も
、
そ
の
魅
惑
的
な
美
味
し
さ

に
箸
が
止
ま
ら
な
い
「
ラ
ー
メ
ン
」。

そ
の
ル
ー
ツ
は
中
国
の
麺
料
理
に
あ
り
ま
す

ん
水
」
と
い
う
ア
ル
カ
リ
性
の
液
体
を
加
え
る

こ
と
で
独
特
の
弾
力
、
滑
ら
か
さ
、
コ
シ
を
作

り
出
し
て
い
ま
す
。
水
戸
光
圀
が
中
国
由
来
の

麺
料
理
を
食
べ
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
そ
れ

は
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
よ
り
は
う
ど
ん
に
近
い
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
で
は
、
15
世
紀
の
室
町
時
代
に

か
ん
水
を
使
っ
た
中
華
麺
料
理
「
経け

い
た
い
め
ん

帯
麺
」
が

食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
室
町
時
代
は
も
と
よ
り
水
戸
光
圀
の

時
代
に
お
い
て
も
ラ
ー
メ
ン
は
庶
民
の
食
事
と

い
え
る
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ラ
ー

メ
ン
が
大
衆
食
と
し
て
本
格
的
に
普
及
す
る
の

は
明
治
維
新
以
降
の
こ
と
で
す
。

日
本
な
ら
で
は
の
麺
料
理
に
発
展

日
本
な
ら
で
は
の
麺
料
理
に
発
展

江
戸
時
代
後
期
、
日
本
は
鎖
国
を
解
い
て
開

国
す
る
と
、
横
浜
、
長
崎
、
函
館
な
ど
各
地
の

港
町
に
「
南
京
街
」
と
呼
ば
れ
る
中
国
人
街
が

誕
生
し
ま
し
た
。
古
来
、
中
国
料
理
と
い
え
ば

コ
ー
ス
が
メ
イ
ン
の
高
級
料
理
で
し
た
が
、
中

国
人
留
学
生
の
増
加
に
伴
っ
て
大
衆
向
け
の
中

日本の食文化に根付いた定番料理の誕生の秘密を探る
「ごちそうの歴史」。前回の「焼き鳥」に続く

今回のテーマは、中国生まれの日本育ち「ラーメン」です。
中国の麺料理から日本独自の味への発展、

そのきっかけは明治維新にありました。

２

ラーメン

■ラーメン丼の四角い渦巻き
模様は「雷文」と 呼 ば れる
中 国 の 伝統文様。
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歴史歴史
第

回ごちそうのごちそうの

国
料
理
店
が
増
加
。
中
国
の
麺
料
理
と
日
本
の

食
文
化
が
融
合
し
て
発
展
し
、
や
が
て
日
本
人

向
け
の
味
付
け
と
海
苔
、
な
る
と
、
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
の
具
材
を
使
用
し
た
日
本
な
ら
で
は
の

中
華
麺
料
理
・
ラ
ー
メ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。

発
祥
の
地
は
今
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
１
８
８
４
年
に
ラ
ー
メ
ン
の
広
告
を
出
し

た
函
館
の
「
養
和
軒
」
や
、
１
９
１
０
年
に
開

店
し
て
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た

浅
草
の「
来
々
軒
」が
現
代
の
ラ
ー
メ
ン
の
ル
ー

ツ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
誕
生
時
の
ラ
ー
メ
ン
は
「
南
京

そ
ば
」
や
「
支
那
そ
ば
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

「
ラ
ー
メ
ン
」
と
い
う
名
前
は
１
９
２
２
年
に

札
幌
の
中
国
料
理
店
・
竹
家
食
堂
が
命
名
。
そ

の
後
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
誕
生
を

き
っ
か
け
に
、
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
名
前
が
全
国

に
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

復
興
と
と
も
に
歩
ん
だ

復
興
と
と
も
に
歩
ん
だ	
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の
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安
く
て
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
は
札
幌
、
喜
多

方
、
九
州
、
大
阪
な
ど
、
瞬
く
間
に
日
本
全
国

へ
展
開
。
な
か
で
も
多
く
の
ラ
ー
メ
ン
店
が

集
ま
っ
て
い
た
の
は
東
京
や
横
浜
で
し
た
が
、

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
店

舗
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

震
災
以
降
は
店
舗
形
式
で
は
な
く
、
手
軽
に
開

業
で
き
る
屋
台
形
式
の
店
が
急
増
。
屋
台
は
設

備
の
都
合
上
メ
ニ
ュ
ー
数
を
絞
る
必
要
が
あ
る

た
め
専
門
店
化
が
進
み
、
ラ
ー
メ
ン
の
味
は
よ

り
豊
か
な
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
お
り
に
ラ
ー
メ
ン
屋
台

は
激
減
し
ま
す
が
、
戦
後
、
中
国
で
ラ
ー
メ
ン

の
製
法
を
覚
え
て
き
た
引
揚
者
ら
に
よ
っ
て
再

び
多
く
の
ラ
ー
メ
ン
屋
台
が
誕
生
。
物
資
不
足

の
な
か
、
安
く
お
腹
を
満
た
せ
て
美
味
し
い

ラ
ー
メ
ン
は
大
衆
食
と
し
て
台
頭
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
々
の
嗜
好
の
変
化
を
反
映
し
て

１
９
５
０
年
代
に
味
噌
ラ
ー
メ
ン
や
つ
け
麺
が

誕
生
し
、’80
年
代
に
は
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
を
中
心

と
し
た
こ
っ
て
り
系
、’90
年
代
に
は
醤
油
や
塩

ベ
ー
ス
の
あ
っ
さ
り
系
の
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム
も

発
生
。
や
が
て
ラ
ー
メ
ン
は
国
民
食
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
の
人
気
料
理
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
庁
の
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」

に
よ
る
と
、ラ
ー
メ
ン
は
外
国
人
旅
行
客
の「
最

も
満
足
し
た
飲
食
」
に
お
い
て
肉
料
理
に
次
ぐ

第
２
位
の
人
気
料
理
。
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
来
日
す
る
旅
行
客
も
お
り
、

観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
で
開
業
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
が
逆
輸
入

さ
れ
て
日
本
に
支
店
を
出
す
パ
タ
ー
ン
も
増
え

て
い
ま
す
。
日
本
で
独
自
発
展
し
た
ラ
ー
メ
ン

は
、
国
民
食
の
枠
組
み
を
超
え
て
世
界
的
な
人

気
料
理
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

■寒い北海道では特にラーメン文化が発達。
　味噌ラーメンは 1954 年に札幌で誕生した。

★次回 6 月号掲載となります。画像出典：農林水産省Web サイト「うちの郷土料理」
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転
職
は
不
利

　

前
回
の
話
で
は
、
退
職
金
は
給
与
と
比

べ
て
、
税
金
面
で
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
退
職
金

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

退
職
金
の
性
格
を
考
え
る
と
、
給
与
と

同
じ
よ
う
に
課
税
す
る
の
は
厳
し
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ

よ
。

　

退
職
金
の
性
格
？

　

退
職
金
は
、
長
年
の
勤
務
に
対
す
る
報

償
で
あ
り
、
老
後
の
生
活
を
支
え
る
貴
重
な

資
金
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
う
し

BABA

た
点
を
考
慮
し
て
、
給
与
よ
り
も
税
負
担
が

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

　

な
る
ほ
ど
…
…
。

　

た
だ
、
退
職
金
へ
の
課
税
が
い
ま
の
よ

う
な
仕
組
み
で
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
問

題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

税
金
が
少
な
く
て
な
に
が
問
題
な
ん
で

す
か
。

　

前
回
説
明
し
た
よ
う
に
、
退
職
金
に
対

す
る
税
金
は
、
長
く
働
く
ほ
ど
負
担
が
少
な

く
な
る
。
長
く
働
け
ば
そ
れ
だ
け
控
除
額
が

多
く
な
る
か
ら
ね
。
逆
に
い
う
と
、
転
職
を

繰
り
返
し
短
期
間
の
勤
務
で
退
職
金
を
何
回

も
も
ら
う
と
負
担
が
多
く
な
る
。
こ
の
点
を

BABA

と
ら
え
て
、
現
在
の
退
職
金
課
税
は
転
職
に

対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
税
金
を
考
え
る
と
転
職
せ

ず
に
長
く
働
い
た
ほ
う
が
有
利
と
い
う
わ
け

で
す
ね
。

　

具
体
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
①
ひ
と

つ
の
会
社
で
38
年
間
勤
め
上
げ
退
職
金
を

２
４
０
０
万
円
受
け
取
っ
た
場
合
と
②
二

つ
の
会
社
に
19
年
ず
つ
勤
め
て
そ
れ
ぞ
れ

１
２
０
０
万
円
の
退
職
金
を
受
け
取
っ
た

場
合
、
別
掲
の
と
お
り
退
職
金
に
対
す
る

税
額
は
大
き
く
異
な
る
。

BA

73

優遇される
退職金（後編）

図表■転職しなかった場合と転職した場合の　　
　　　退職金にかかる税額の比較
○勤続 38 年で退職金 2400 万円の場合

○勤続19 年で退職金1200 万円を繰り返した場合

退職所得控除 800 万円＋ 70 万円×
（38 年－ 20 年） ＝   2060 万円

退職所得の金額 （2400 万円－2060 万円）×1/2
　　　　　　　  ＝    170 万円

退職所得控除 40 万円× 19 年 ＝　 760 万円
退職所得の金額 （1200 万円－760 万円）×1/2

　　　　　　　 ＝   220 万円

所得税 170 万円×  ５％　  　＝  85,000円
住民税 170 万円× 10％  　   ＝ 170,000 円
合計 85,000 円＋ 170,000 円＝ 255,000 円

所得税 220 万円×10％－97,500 円＝122,500 円
住民税 220 万円×10％　　　　 ＝220,000 円
合計 （122,500 円＋220,000 円）×２ ＝685,000 円
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し
引
き
、
残
っ
た
金
額
を
２
分
の
１
に
す
る

ん
で
し
た
ね
。

　

そ
う
、
役
員
が
５
年
以
内
で
退
職
し
た

と
き
は
、
そ
の
２
分
の
１
が
で
き
な
い
。
こ

れ
は
、
公
務
員
の
天
下
り
の
繰
返
し
、
い
わ

ゆ
る
渡
り
に
対
す
る
対
応
で
、
２
０
１
３
年

か
ら
こ
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

来
年
２
０
２
２
年
か
ら
は
、
役
員
以
外
で
も

５
年
以
内
の
退
職
な
ら
、
退
職
所
得
控
除
を

引
い
た
後
の
金
額
の
う
ち
３
０
０
万
円
を
超

え
る
部
分
に
は
２
分
の
１
を
乗
じ
な
い
こ
と

と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
退
職
所
得
控
除
を
引

い
た
あ
と
の
額
が
５
０
０
万
円
な
ら
、
そ

の
う
ち
、
３
０
０
万
円
は
２
分
の
１
に
し

て
１
５
０
万
円
、
３
０
０
万
円
を
超
え
る

２
０
０
万
円
は
２
分
の
１
で
き
な
く
な
る
の

で
、
退
職
所
得
は
３
５
０
万
円
と
な
る
。

　

い
ま
な
ら
、
５
０
０
万
円
に
ま
る
ま
る

２
分
の
１
を
か
け
て
２
５
０
万
円
で
す
か

ら
、
退
職
所
得
が
１
０
０
万
円
増
え
る
。

　

そ
の
と
お
り
。
そ
の
分
、
税
額
も
増
え

る
こ
と
に
な
る
。

ABA

　

②
の
場
合
も
、
勤
務
年
数
は
通
算
で
38

年
、
退
職
金
合
計
額
は
２
４
０
０
万
円
で
①

と
同
じ
な
の
に
税
金
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す

ね
。
こ
れ
で
は
、
た
し
か
に
転
職
し
な
い
ほ

う
が
有
利
で
す
ね
。

　

そ
も
そ
も
、
い
ま
の
退
職
金
に
対
す
る
課

税
の
仕
組
み
は
終
身
雇
用
を
前
提
に
考
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
い
ま
の
例
は

１
回
の
転
職
だ
け
ど
、
何
度
も
転
職
し
た
場

合
は
、よ
り
税
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

た
し
か
に
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
考
え
も

の
で
す
ね
。

給
与
を
減
ら
し
て
節
税

　

も
う
ひ
と
つ
、
別
の
観
点
か
ら
い
ま
の

退
職
金
課
税
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
前
回
話
し
た
と
お
り
、
退
職
金
は
毎
月

の
給
与
に
比
べ
て
税
金
面
で
有
利
な
取
扱
い

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
給
与
を
少
な
く
し

て
そ
の
分
退
職
金
を
多
く
す
る
こ
と
に
よ
り
節

税
が
で
き
る
。
実
際
に
、
外
資
系
の
企
業
な

BABA

ど
で
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
給
与
体
系
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

給
与
を
少
な
く
し
て
、
退
職
金
を
多
く

す
る
…
…
。

　

た
と
え
ば
、
毎
月
の
給
与
が
１
０
０
万

円
で
退
職
金
が
な
い
ケ
ー
ス
と
、
毎
月
の
給

与
は
50
万
円
に
し
て
、
残
り
の
50
万
円
は
退

職
金
と
し
て
退
職
時
に
ま
と
め
て
払
う
ケ
ー

ス
を
比
べ
る
と
、
後
者
の
ほ
う
が
税
金
は
少

な
く
す
む
。
給
与
に
比
べ
退
職
金
の
課
税
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
か
ら
ね
。

　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
手
も
あ
る
の
で

す
ね
。

　

そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
さ
す
が
に
課

税
当
局
も
こ
う
し
た
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い

て
、
す
で
に
手
が
打
た
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

役
員
が
５
年
以
内
の
勤
務
で
退
職
し
て
退
職

金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
退
職
所
得
の
計

算
上
、
２
分
の
１
を
乗
じ
な
い
扱
い
と
な
っ

て
い
る
。

　

退
職
所
得
は
、
受
け
取
っ
た
退
職
金
か

ら
勤
続
年
数
に
応
じ
た
退
職
所
得
控
除
を
差

BABAB
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
58
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/
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自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

秋
田
県 

五
城
目
町
立
五
城
目
第
一
中
学
校　

三
学
年　

舘た
て
お
か岡　

寧ね

ね々

優
秀
賞

　

私
は
幼
い
頃
に
大
き
な
病
を
し
ま
し
た
。
自
分
で
は
大
変
だ
っ

た
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
母
に
治
療
や
四
年

間
の
闘
病
生
活
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
出
生
と

同
時
に
母
が
生
命
保
険
に
私
を
入
れ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
た
こ
と
で
、
高
額
な
治

療
や
検
査
・
入
院
費
用
も
保
険
で
賄
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
安

心
し
て
治
療
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

私
の
病
気
に
は
様
々
な
治
療
方
法
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ど
れ

も
が
自
分
た
ち
の
お
金
で
は
支
払
う
こ
と
の
難
し
い
も
の
ば
か
り

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
私
が
今
、
元
気
に
過
ご
せ
て
い
る
の
は
、

お
金
を
気
に
せ
ず
に
最
善
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。

　

先
日
、
主
治
医
よ
り
治
療
や
現
在
ま
で
の
経
過
を
聞
き
ま
し
た
。

私
の
病
気
は
秋
田
県
内
で
年
間
五
、六
例
く
ら
い
し
か
な
い
病
気
で

あ
る
こ
と
、
と
て
も
ハ
ー
ド
な
治
療
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
そ
の
リ
ス
ク
と
し
て
免
疫
が
下
が
り
、
そ
れ
が
原
因

で
弱
視
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
命
を
救
う
た

め
に
は
仕
方
が
な
か
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
治
療
の
中
心

は
点
滴
に
よ
る
投
薬
治
療
、
内
服
で
し
た
が
、
時
に
は
輸
血
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
治
療
中
に
は
様
々
な
検
査
も
並

行
し
て
行
い
ま
し
た
。
何
種
類
も
の
薬
剤
を
使
用
し
、
薬
が
効
い

て
い
る
の
か
を
判
断
し
て
い
く
日
々
で
し
た
。
目
に
異
常
が
発
生

し
た
際
も
、
少
し
で
も
病
状
を
く
い
止
め
る
た
め
、
一
日
二
回
の

点
滴
が
一
年
間
続
き
、
そ
の
薬
剤
も
高
額
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

現
在
、
病
気
は
完
治
し
ま
し
た
が
、
そ
の
弊
害
と
し
て
弱
視
と
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新刊のご案内

｢生命保険と税金の知識｣、「ライフプラン情報ブック」
の改訂版ができました！
小冊子の電子版を　　
Ａｍａｚｏｎで販売開始！

「生命保険と税金の知識」は生命
保険に関する税金について知っ
ておきたい事柄を、計算事例な
どを用いて解説した小冊子です。
今回の改訂では、所得税・相続
税・贈与税をより体系的に理解
できるよう解説を充実。また、
年末調整手続きの電子化について解説を追加しました。

「ライフプラン情報ブック」は、生活設計を立てる上で必要となる基本的な
考え方や参考情報をまとめた小冊子です。今回の改訂では、新型コロナ情
勢下でのテレワークに代表される、新しい時代の働き方などについて解説を
追加しました。
両冊子とも B5 判・60 ページ（オールカラー）１部 200 円 ( 税込・送料別 )

 「備えあれば保険あり」【'20 − '21 年度版】を発行
上記の2冊子に加え、「ほけんのキホン」、「ねんきんガイド」、「介護保障ガ
イド」「医療保障ガイド」を専用のカバーケースに収納した「備えあれば保険
あり」を発行しました。
B5 判・小冊子 6 冊セット　1セット1,200 円 ( 税込・
送料別 )
お申込みは生命保険文化センターホームページ
(https://www.jili.or.jp/) でどうぞ。スマートフォン
からはQRコードのご利用が便利
です。
小冊子の電子版（Kindle 版）をご
希望の場合もホームページ（出版
物のご案内画面）からAmazon
ストアへのリンクをご利用くださ
い。

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
網
膜
に
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
、
細
胞
の

壊
死
か
ら
、
視
野
障
害
、
視
力
低
下
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
悪
い
状

態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
盲
学
校
で
の
訓
練
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
日
常
生
活
で
は
、
色
の
判
別
が
難
し
か
っ
た
り
、
物
の

距
離
感
を
つ
か
め
な
か
っ
た
り
、
相
手
の
顔
が
は
っ
き
り
見
え
て

い
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
家
族
や
友
達
だ

け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
に
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
い
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
私
の
他

に
も
障
害
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
は
一

人
で
も
多
く
の
人
の
力
に
な
れ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
自
分
自
身
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
目
の
前
の
高
校
受

験
に
向
け
て
一
生
懸
命
努
力
し
、
そ
し
て
残
り
の
中
学
校
生
活
を

み
ん
な
と
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
〝
病
気
に
な
る
〟〝
生
死
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
〟
な
ど
普
段

か
ら
考
え
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
つ
病
気
や

事
故
が
自
分
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
生
命
保
険
は
０
歳
か
ら
必
要
だ
と
感

じ
ま
す
。〝
生
命
保
険
〟と
聞
く
と
、重
く
受
け
と
め
て
し
ま
っ
た
り
、

保
険
に
入
る
の
に
お
金
が
か
か
る
と
考
え
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
は
病
に
か
か
っ
た
と
き
、
命
を
守
る
た
め
選
択
を
し

ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
お
金
の
こ
と
は
全
く
考
え
ず
に
治
療
方
法

を
選
ぶ
人
が
多
い
で
す
。
で
も
、
そ
の
後
、
現
実
が
見
え
て
き
ま
す
。

お
金
で
命
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
残
念
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
た
こ
と
で
選
択
肢
が
増
え
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
治
療
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
を
守
る

た
め
の
保
障
だ
と
考
え
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
生
命
保
険
を
活

用
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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Q&A
社会保険

先
月
号
の
話
で
は
、
近
い
将
来
、
70
歳

ま
で
働
く
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

も
、
年
金
の
65
歳
支
給
開
始
は
変
わ
ら
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
年
金
以
外
の
社
会
保
険
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
た
と
え
ば
、
70
歳
で
リ

タ
イ
ア
し
た
場
合
、
雇
用
保
険
の
失
業
手
当
は

受
給
で
き
ま
す
か
。

年
金
と
同
様
、
社
会
保
険
の
給
付
の
面

で
は
、「
70
歳
リ
タ
イ
ア
」
に
対
応
し

て
い
な
い
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
雇
用

保
険
で
は
、
基
本
手
当
（
一
般
に
失
業
手
当
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
）
の
対
象
は
65
歳
未

QA

満
で
離
職
し
た
場
合
で
、
65
歳
以
上
の
場
合
は

基
本
手
当
は
受
給
で
き
ず
、
最
高
50
日
分
の
一

時
金
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

7070
歳
以
上
は
自
己
負
担
割
合
２
割

歳
以
上
は
自
己
負
担
割
合
２
割

以
下
、
各
社
会
保
険
に
つ
い
て
、
そ
の
給
付

に
年
齢
に
よ
る
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
を
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
健
康
保
険

健
康
保
険
の
給
付
は
基
本
的
に
年
齢
に
よ
る

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
診
療
な
ど
を

受
け
た
と
き
の
一
部
負
担
金
（
自
己
負
担
）
の

割
合
が
70
歳
を
境
に
異
な
り
ま
す
。す
な
わ
ち
、

70
歳
未
満
の
被
保
険
者
は
３
割
負
担
で
す
が
、

70
歳
以
上
は
原
則
２
割
で
現
役
並
み
に
所
得
が

あ
る
人
に
限
っ
て
３
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
点
で
、
す
で
に
「
70
歳
リ
タ
イ
ア
」
に
対
応

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

（
２
）
介
護
保
険

介
護
保
険
の
自
己
負
担
割
合
は
65
歳
を
境
に

異
な
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
年
齢
を
問

わ
ず
１
割
負
担
で
す
が
、
65
歳
以
上
（
第
１
号

「70 歳リタイア」時代と
社会保険（後編）

第 50 回

被
保
険
者
）
に
限
り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
所
得
に
応
じ
て
２
割
ま
た
は

３
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。健
康
保
険
と
は
異
な
り
、

高
齢
者
の
ほ
う
が
負
担
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
雇
用
保
険

失
業
し
た
場
合
、
65
歳
未
満
で
あ
れ
ば
基
本

手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
基
本
手
当
は

年
齢
や
離
職
理
由
に
応
じ
て
基
本
手
当
日
額
の

90
～
３
３
０
日
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
60
歳
で
定
年
退
職
し
た
場
合
は
１
５
０
日
分

で
す
（
勤
続
20
年
以
上
の
場
合
）。
65
歳
以
上

の
人
（
高
年
齢
被
保
険
者
）
に
は
基
本
手
当
は

支
給
さ
れ
ず
、
基
本
手
当
日
額
の
30
日
分
ま
た

は
50
日
分
の
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
が
一
時
金

と
し
て
支
給
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
60
歳
以
降
、
給
与
が
下
が
っ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
支
給

も
65
歳
到
達
月
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
教
育
訓
練
給
付
や
育
児
休
業
給

付
、
介
護
休
業
給
付
は
65
歳
以
上
も
支
給
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
４
）
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）

労
災
保
険
の
給
付
は
、
年
齢
に
よ
る
違
い
は
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心が喜ぶ工夫をしましょう

★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

♥Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役	  
（コミュニケーションクリエーター）
富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、起業。
オンラインを活用したセミナー・講演・研修を数多
く実施。コミュニケーショントレーニングの受講
者は全国規模で 5 万人を超える日本では数少ない
ヒューマンスキル分野で 20 年以上のエキスパート。
中でも女性の自立・起業支援の活動には情熱が高く

「自分を活かす」ことをテーマにした講演・セミナーは業種を超えて大好評。
日経 BP コラムニスト、2 児の母。
セミナー・講演イメージ→https://fcommu.net/

職場のオンライン化が進み、在宅ワークやリモー
ト会議にだんだんと慣れてきた方も多いかもしれ
ません。私たち本当に頑張りましたよね (笑 )。　
とはいうものの、お疲れ気味の声も多く伺います。
その一つの理由に『環境』があるように思います。
お家の限られたスペースで、オフィスのような環
境を整えることは簡単ではありませんから、それ
が知らず知らずのうちに気持ちの負担になっては
いませんか？
そこで！　自分のスペースだからこそできる、リラッ
クス法に目を向けてはいかがでしょうか♥私自身
は、好きな香りのディフューザーで気分よく仕事
をすることにしています。香りは自律神経に直接
働きかけ、リラックスさせてくれることも脳科学で
証明されていますので、オンとオフで香りを切り
替えるのにもおすすめで
す。また、道にそっと咲
いている野の草花を一
輪挿しに飾るだけでも心
が豊かになりそうですね。
『心が喜ぶ工夫』が心
の強さや自己成長につ
ながるように思います♥

あ
り
ま
せ
ん
。

「「
6565
歳
リ
タ
イ
ア
」
が
前
提
の

歳
リ
タ
イ
ア
」
が
前
提
の

雇
用
保
険

雇
用
保
険

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
前
回
説
明
し
た

公
的
年
金
も
含
め
、
社
会
保
険
の
給
付
は
、
65

歳
を
境
に
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
点
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
雇
用
保
険
は
65
歳
ま

で
に
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
を
前
提
に
考
え
ら
れ

て
い
る
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
こ
れ
ら
も
今
後
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
は
、「
60
歳
リ
タ
イ
ア
」
か
ら
「
65

歳
リ
タ
イ
ア
」
へ
の
移
行
を
進
め
る
た
め
に
導

入
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
す
で
に
「
65
歳
リ
タ

イ
ア
」
が
一
般
的
に
な
り
、
そ
の
役
割
を
終
え

た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
５
年
４
月
に
給
付
が
縮

小
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
て
、
最
終
的
に

は
廃
止
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。
代
わ
っ
て
「
70

歳
リ
タ
イ
ア
」
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
給
付
が

創
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
何
歳
ま
で
働
く
か
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
社
会
保
険
の
給
付
に
着
目
す

る
こ
と
は
大
切
で
す
。

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/
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お客様からの感謝の声お客様からの感謝の声
〜あなたを守りたい〜

2021
JAIFA

年次大会 in 広島

特別編

大きな愛情とたくさんの思い出を遺して逝った
46歳の夫。涙が枯れることはありません

単
身
赴
任
先
へ
戻
っ
た
日
に

単
身
赴
任
先
へ
戻
っ
た
日
に

大
動
脈
解
離
で
倒
れ
た

大
動
脈
解
離
で
倒
れ
た

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
お
客
様
は
、
広
島
県

在
住
の
Ｙ
さ
ま
で
す
。
２
０
２
０
年
４
月
、
Ｙ

さ
ま
の
ご
主
人
は
、
46
歳
の
若
さ
で
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

「
大だ

い
ど
う
み
ゃ
く
か
い
り

動
脈
解
離
で
し
た
。
亡
く
な
る
１
年
前
か

ら
隣
県
で
単
身
赴
任
生
活
。
根
っ
か
ら
の
仕
事

人
間
で
し
た
が
、
隔
週
末
に
帰
宅
し
て
、
家
族

と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
た
日
も
わ
が
家
か
ら
出
勤
し
て
い
た
の

で
、『
倒
れ
た
』
と
会
社
の
方
か
ら
連
絡
が
あ
っ

て
も
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
」

　

大
動
脈
の
血
管
壁
が
裂
け
る
大
動
脈
解
離
は

突
然
発
症
し
、
全
身
へ
の
血
流
障
害
な
ど
を
来

す
、
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

「
子
ど
も
達
と
新
幹
線
で
病
院
に
向
か
い
、
着

い
た
の
は
夜
９
時
で
し
た
。
す
で
に
夫
は
息
を

引
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
、
子
ど
も

た
ち
と
夫
の
ア
パ
ー
ト
に
泊
ま
り
、
私
は
茫
然

自
失
の
状
態
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
」

　

第
一
生
命
広
島
総
合
支
社
安
佐
北
営
業
オ
フ
ィ
ス

の
細
川
弘
子
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
と
は
、
20
年
以
上
の
お
付
き
合
い
で

し
た
。
独
身
時
代
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
心

が
高
く
、
生
命
保
険
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
も
色
々
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
結
婚
後
は
、
お
子
様
の
成
長
に

目
を
細
め
、
住
宅
取
得
、
教
育
な
ど
着
々
と
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
、
頼
も
し
い
一
家
の

大
黒
柱
で
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
夫
は
、
細
川
さ
ん
を
と
て
も
信
頼
し
て
い
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
『
僕
に
何
か
あ
っ
た
と
き
は

細
川
さ
ん
に
連
絡
す
る
ん
だ
よ
』
と
言
っ
て
い

ま
し
た
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
家
族
葬
で
お
見
送
り
し

た
後
、
Y
さ
ま
は
細
川
さ
ん
に
連
絡
を
し
ま
し

た
。
細
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
生
前
の
ご
主
人
の
お
話
を
し
な
が
ら
、
Ｙ
さ

ま
と
私
は
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

遺
さ
れ
た
ご
家
族
の
た
め
に
、
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

夫（享年 46歳）　Ｙさま（48歳　保育士）　長男（15歳　中学 3年生）　
長女（11歳　小学 5年生）

Vol. 197　

お客様
プロフィール

●今回掲載しましたストーリーは、5 月28 日に開催される「2021年 JAIFA 年次大会 in 広島」にて映像で紹介される予定です。

14



「
細
川
さ
ん
に
は
生
命
保
険
の
手
続
き
以
外
に

も
経
済
的
な
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
１
年
が
過
ぎ
た
今

も
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
涙
が
あ
ふ
れ
、
号
泣
す

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
で
も
、
子
ど
も
達
と
『
パ
パ
だ
っ
た
ら

こ
う
す
る
ね
』
と
か
『
パ
パ
に
こ
う
言
わ
れ
る

よ
』と
い
う
会
話
が
多
く
、わ
が
家
に
夫
は
し
っ

か
り
存
在
し
て
い
て
心
強
い
で
す
」

　

Ｙ
さ
ま
ご
家
族
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
と
生
命

保
険
へ
の
思
い
を
お
伺
い
し
、
細
川
さ
ん
の
お
話
を

交
え
て
、こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
で
恋
に
落
ち
た
２
人
は

ス
ピ
ー
ド
で
恋
に
落
ち
た
２
人
は

１
年
後
に
結
婚

１
年
後
に
結
婚

　

Ｙ
さ
ま
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
島
根
県
で
20
歳

か
ら
保
育
士
と
し
て
働
き
始
め
、
30
歳
で
一
時

的
に
退
職
し
ま
し
た
。

「
将
来
的
に
保
育
以
外
の
仕
事
や
結
婚
な
ど
を

考
え
、
失
業
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
」

　

当
時
、
Ｙ
さ
ま
に
は
親
し
い
ボ
ー
イ
フ
レ
ン

ド
が
い
ま
し
た
が
、
結
婚
に
踏
み
切
れ
ず
に
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
大
き
な
会
社
に
勤
務

す
る
お
母
様
か
ら
「
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ア
ル
バ
イ
ト
が
決

ま
り
ま
し
た
。

「
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
、
広
島
県
か
ら
長
期
出
張

中
の
夫
と
出
会
い
ま
し
た
。
年
下
で
す
が
、
頼

も
し
い
仕
事
ぶ
り
と
ま
わ
り
を
な
ご
ま
せ
る
明

る
い
性
格
、
今
ま
で
に
会
っ
た
こ
と
の
な
い
タ

イ
プ
の
男
性
で
新
鮮
で
し
た
。
食
事
な
ど
２
人

き
り
で
会
う
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
、お
互
い
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
居
心
地
の
よ

い
関
係
に
な
り
ま
し
た
」

　

ス
ピ
ー
ド
で
恋
に
落
ち
た
２
人
は
、
結
婚
を

前
提
に
交
際
を
進
め
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ま
は
、
疎

遠
に
な
っ
て
い
た
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
に
、
き
ち

ん
と
報
告
を
し
て
、
ご
主
人
と
出
会
っ
て
か
ら

１
年
後
に
結
婚
。
そ
し
て
広
島
県
で
新
婚
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
私
に
は
知
り
合
い
が
一
人
も
い
な
い
新
天
地

で
し
た
。環
境
づ
く
り
の
た
め
に
保
育
園
に
就
職
。

そ
の
後
、
産
休
や
育
休
を
取
り
な
が
ら
、
子
育

て
と
仕
事
を
両
立
し
ま
し
た
。
夫
は
年
齢
と
共

に
激
務
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
朝
は
子
ど

も
達
を
保
育
園
へ
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　

細
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
は
、
Ｙ
さ
ま
と
出
会
う
前
、『
結
婚
相

手
の
希
望
は
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
仕
事
を

持
っ
て
い
る
人
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｙ
さ

ま
は
そ
の
条
件
に
適
っ
た
以
上
に
相
性
抜
群

で
、
む
つ
ま
じ
い
ご
夫
婦
仲
。
お
子
様
た
ち
に

も
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
注
い
で
い
ま
し
た
」

最
後
の
１
日
を
ほ
ぼ
夫
婦
２
人
き
り
で

最
後
の
１
日
を
ほ
ぼ
夫
婦
２
人
き
り
で

過
ご
せ
た
不
思
議

過
ご
せ
た
不
思
議

「
子
ど
も
達
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
は
、
冬
は

亡くなってはじめての誕生日。涙と笑顔で祝い
ました。この世に生まれ、私たちと家族になった
感謝を込めて、これからもお祝いします。
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そ
り
遊
び
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
。
夏
は
海
水
浴
や

キ
ャ
ン
プ
と
、
夫
は
遊
び
の
計
画
を
次
々
と
立

て
て
、
家
族
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
」

　

遊
び
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
ご

主
人
は
家
計
管
理
や
お
子
様
た
ち
の
教
育
に
も

熱
心
で
し
た
。

「
住
宅
取
得
か
ら
教
育
な
ど
、
経
済
的
な
こ
と

は
、
す
べ
て
夫
に
任
せ
て
安
心
で
し
た
。
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
長
男
が
中
学
受
験
を
し
て
、
最

難
関
校
に
合
格
し
た
と
き
は
、
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
」

　

ご
長
男
の
進
学
先
は
、歴
史
の
あ
る
男
子
校
。

ご
主
人
は
、
保
護
者
会
に
積
極
的
に
出
席
し
、

学
校
生
活
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
細
川
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
の
会
社
と
私
の
オ
フ
ィ
ス
が
近
所
で
、

よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
は
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
ま

し
た
。
ご
長
男
の
合
格
に
は
、
満
面
の
笑
み
で

報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
」

　

ご
長
男
が
中
学
入
学
し
た
翌
年
４
月
か
ら
、

ご
主
人
は
単
身
赴
任
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

「
そ
の
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
夫
の

運
転
で
北
海
道
ま
で
行
き
ま
し
た
。
途
中
で
富

士
山
を
眺
め
た
り
、
東
京
に
住
む
義
弟
に
会
っ

た
り
。
新
緑
を
迎
え
る
前
の
北
海
道
で
は
、
雪

を
見
て
び
っ
く
り
。
グ
ル
メ
も
満
喫
し
て
、
大

満
足
の
旅
で
し
た
」

　

家
族
思
い
の
ご
主
人
の
単
身
赴
任
生
活
で
の

楽
し
み
は
、
月
２
回
の
帰
宅
で
し
た
。

「
金
曜
日
の
夜
中
に
帰
宅
し
て
、
土
日
を
過
ご

し
、
月
曜
日
の
出
勤
に
合
わ
せ
て
夜
中
に
出
発

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
子
ど
も
達
と
お

風
呂
に
入
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
家

族
み
ん
な
の
や
す
ら
ぎ
の
時
間
で
し
た
」

　

亡
く
な
る
２
日
前
の
夜
中
、
ご
主
人
は
急
に

帰
宅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
先
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
が
多
忙
に
な
り
、
２
人
と
も
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
土
曜
日
の
夕
方
に
『
こ

れ
か
ら
帰
る
』
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日

は
、
子
ど
も
達
に
留
守
番
を
頼
ん
で
、
２
人
だ

け
で
マ
ス
ク
や
消
毒
・
除
菌
グ
ッ
ズ
な
ど
コ
ロ

ナ
対
策
商
品
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
ど
こ
も

品
薄
や
売
り
切
れ
で
、
一
日
中
あ
ち
こ
ち
の
店

を
ま
わ
り
ま
し
た
」

　

夜
ま
で
か
け
て
必
需
品
を
買
い
物
し
て
い
た

た
め
、
夕
食
は
簡
単
な
手
料
理
。
し
か
し
、
こ

れ
が
最
後
の
家
族
の
夕
食
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
、
Ｙ
さ
ま
は
悔
や
ん
で
い
ま
す
。

「
そ
れ
で
も
、
今
思
う
と
最
後
の
１
日
を
ほ
ぼ

２
人
き
り
で
過
ご
せ
た
こ
と
は
不
思
議
で
す
」

　

ご
主
人
は
、
深
夜
３
時
に
寝
て
い
る
子
ど
も

達
を
ハ
グ
し
、
Ｙ
さ
ま
に
「
行
っ
て
く
る
ね
」
と

手
を
握
っ
て
赴
任
先
へ
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
夫
が
確
か
に

素
晴
ら
し
い
夫
が
確
か
に

生
き
て
い
た
こ
と
を
伝
え
た
い

生
き
て
い
た
こ
と
を
伝
え
た
い

　
「
ご
主
人
が
外
出
先
で
倒
れ
て
救
急
搬
送
さ

最後の大きな旅行。広島から車で北海道に行きました。
その往路で撮った、富士山と子どもたち。
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れ
た
」
と
、
会
社
の
方
か
ら
Ｙ
さ
ま
に
電
話
が

あ
っ
た
の
は
、
月
曜
日
の
夕
方
で
し
た
。

「
日
曜
日
に
一
緒
に
買
い
物
を
し
て
い
た
夫
の

笑
顔
や
赴
任
先
に
戻
っ
て
い
っ
た
後
姿
を
思
い

出
し
、
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。
私
は

急
い
で
職
場
か
ら
自
宅
に
戻
り
、
子
ど
も
達
と

病
院
に
向
か
い
ま
し
た
」

　

病
院
に
向
か
う
途
中
の
Ｙ
さ
ま
に
、
搬
送
先

の
医
師
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
夫
の
容
態
が
難
し
い
状
況
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
病
院
に
着
く
ま
で
の
救
命
を
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

赴
任
先
か
ら
自
宅
に
ご
主
人
を
連
れ
て
帰
り
、

両
家
の
ご
家
族
だ
け
で
、
し
め
や
か
に
お
見
送

り
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
、
悲
し
み
が
癒

え
な
い
Ｙ
さ
ま
に
、
現
実
的
な
手
続
き
が
多
数

待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
夫
の
死
を
受
け
入
れ
た
く
な
い
気
持
ち
が
強

く
、
山
積
み
さ
れ
た
書
類
に
目
を
通
す
の
も
辛

い
時
期
で
し
た
が
、夫
に
言
わ
れ
て
い
た
通
り
、

ま
ず
細
川
さ
ん
に
連
絡
を
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
初
対
面
だ
っ
た
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
ず
っ

と
知
っ
て
い
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
生
命
保
険
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
相
続
や

税
金
の
こ
と
も
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
銀
行
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
安
心
し

ま
し
た
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
通
し
て
、
ご
主
人
が

細
川
さ
ん
を
は
じ
め
、
素
晴
ら
し
い
人
間
関
係
に

囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
る
で
夫
が
遺
さ
れ
る
私
た
ち
の
た
め
に
、

用
意
周
到
に
準
備
し
て
い
た
の
か
と
思
う
ほ
ど

で
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
単
身
赴
任
で
母
子

３
人
の
生
活
を
経
験
し
た
こ
と
も
、
夫
の
準
備

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
新
た
な
涙
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
」

　

Ｙ
さ
ま
が
望
ん
で
い
た
老
後
の
夢
は
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
見
か
け
る
仲
良
く
買
い
物

を
す
る
老
夫
婦
。「
夫
に
は
、
生
き
て
い
て
欲

し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
夫
が
遺
し
て
く
れ
た

子
ど
も
達
や
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
大
切
に
し
て

前
を
向
い
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と

Ｙ
さ
ま
は
言
い
ま
す
。

　

続
け
て
、
今
回
の
取
材
を
ご
快
諾
い
た
だ
い

た
理
由
を
、「
素
晴
ら
し
い
夫
が
確
か
に
生
き

て
い
た
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
今
頃
、
夫
は
天
国
で

『
頑
張
っ
た
な
』
と
私
を
ほ
め
て
く
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
細
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ご
主
人
と
は
、
お
客
様
以
上
の
温
か
い
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
Ｙ
さ
ま
か
ら
す
ぐ
に
連
絡
を
い
た
だ
け

ま
し
た
。
大
変
な
時
期
に
、
悲
し
み
に
寄
り
添

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
、
保
全

業
務
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
Ｙ
さ
ま
ご
家
族
同
様
に
、
多
く
の
お
客
様

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

車好きな主人で、いつも記念すべき走行距離になると
写真を撮っていました。

17 2021  |  May



付
き
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
と
、
カ
ー

ド
内
の
電
子
証
明
書
が
読
み
取
ら
れ
る
と
と
も

に
顔
写
真
で
本
人
確
認
が
行
わ
れ
、
受
付
が
完

了
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
就
職
や
転
職
、
引
越
し
を
し
て
も
、

保
険
証
の
切
替
え
を
待
た
ず
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額
認
定
証

や
高
齢
受
給
者
証
等
の
書
類
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
提
出
不
要
に
な
り
ま

す
。
医
療
機
関
・
薬
局
側
も
確
認
の
手
間
が
省

け
る
た
め
、
時
短
・
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
秋
頃
に
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
上
で
自
分
の
受
診
情
報
や
医
療
費
等

の
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、健
康
管
理
・
医
療
の
質
の
向
上
や
、

確
定
申
告
に
お
け
る
医
療
費
控
除
の
手
間
の
削

減
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
使

う
に
は
、
事
前
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
手
続
き
は
、

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
ほ
か
、
各
市
区

町
村
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
端
末
で
も
順
次
で

き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
証
も
引
き
続
き

医
療
機
関
・
薬
局
で
使
え
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
お
お
む
ね

全
て
の
医
療
機
関
等
に
導
入
さ
れ
る
目
標
は
、

２
０
２
３
年
３
月
末
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
全
国

普
及
率
は
25
・
２
％
（
２
０
２
１
年
２
月
１
日

時
点
）
な
の
で
、
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
方
も
い

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
２
０
２
２
年
度
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
をA

ndroid

の
ス
マ
ホ
に
搭
載
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
２
０
２
４
年
度
に
は
運
転
免
許
証

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
一
体
化
さ
せ
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
重
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
し
て
く
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
め
に
カ
ー
ド
を
取
得
し

て
、
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
の
が
お

す
す
め
で
す
。

お金にまつわるお金にまつわるエトセトラ

思わ
ず伝えたくなる！

マイナンバーカードが
保険証の代わりになる！

第　　　 回122

ま
す
ま
す
高
ま
る

ま
す
ま
す
高
ま
る

カ
ー
ド
の
重
要
性

カ
ー
ド
の
重
要
性

２
０
２
１
年
３
月
か
ら
、
全
国
の
医
療
機
関

や
薬
局
で
順
次
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
い
方
は
と
て
も
簡
単
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
医
療
機
関
や
薬
局
に
あ
る
顔
認
証
カ
メ
ラ
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ブロック・地方協会からのボランティア・公益事業活動レポート

感染拡大防止対策を取りながらの活動感染拡大防止対策を取りながらの活動

2021 年 2 月 10 日、秋田県協会は地域社会
のサポートの取組みの一つとして、秋田県社
会福祉協議会へ生命保険の日の募金を行いま
した。
当日はコロナ感染拡大防止対策により、少人
数でお伺いすることとなり、鈴木会長、中野
事務局長、佐藤会計長の 3 名が代表し寄附贈
呈式に参加致しました。

コロナ禍でも継続していくコロナ禍でも継続していく

コロナ禍での活動ではありましたが、私たち
は現金３万円と、コロナ対策用に紫外線 LED
空気清浄機 7 台を寄贈させて頂きました。施
設を代表して、社会福祉法人 感恩講児童保育
院院長 小野寺恵子様に贈呈致しました。
式当日は、秋田県内の施設現状などもお聞き
し、理解を深めることができました。
世の中は変化していっても、支援を必要とさ
れる多くの方々がいらっしゃることは変わり
ません。今後も継続して募金活動を行ってい
こうと思います。

生命保険の日の募金を
行いました！

秋田県協会　会長　鈴木 巨

Vol.38
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 ▶ 徳島県 推計人口 72 万 1,721人
（2020 年 9 月 1 日現在）

5250 名まで同時に館内に滞在可能
な日本最大級の常設展展示スペース
がある、大塚国際美術館がある。世界
の有名絵画が 2000 年たっても色あ
せない陶板名画として再現されてお
り、日本にいながら世界の美術館体験
ができる。

「紡ぐ」～想いをかたちに～をテーマに！
レポーター　三浦　弘規（徳島県協会会長／ジブラルタ生命）

徳島県協会は会員の皆がボランティアに対しての意識が高く、協力的。
年 3 回の勉強会、1月にはふれあいパーティーを開き、会員同士の交
流を盛んに行っています。

コロナ禍で短時間を心掛けた活動を実施

最近の活動として、2020 年 9 月には、敬老の日の慰問
をしました。通常であれば、幹事全員で手作りの芸や歌、
ゲーム等でお祝いし、楽しい時間を過ごさせていただく
のですが、この日は、新型コロナウイルス感染予防対策
により、当面施設の出入りが制限されているご状況で
したので、タオル贈呈のみとなりました。
11 月 1 日には、徳島新聞に JAIFA の活動と会員の紹介
も掲載になりました。

さまざまな想いを形にし、1本の糸として紡いでいく

2021年 1月 29 日には、愛のドリーム 募 金により、
佐那河内村社会福祉協議会へ福祉巡回車両「愛のドリー
ム号」の贈呈、県内の老人福祉施設等 8 施設へ車椅子の
贈呈、徳島県社会福祉協議会へ未来ある子どもたちの
為に 50,000 円を贈呈しました。贈呈式はコロナ禍の
為、簡素化して行いました。施設代表 1 名にご参加いた
だき、会場では目録の贈呈のみ。短時間ではありまし
たが厳かに執り行われました。それぞれの代表の方々
より、「大切に使わせていただきます」とお言葉をいた
だき、会員の想いがきちんと伝わったと思います。
現在、コロナ禍の中で仕事も JAIFA の活動も大変な状況
ではありますが、前を向いて一歩一歩進んでいけるよう、
共に頑張っていきましょう！！
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社会貢献委員会では、社会貢献活動事業の一環として、毎年「未使用のタオル」、「使用しなくなったメガ
ネ」、「カード類」の収集活動を展開しております。2021年5月28日の広島年次大会では、皆様からのご
意見により、上記に加え「未使用（未開封）マスク」の収集も展開して参ります。全国の皆様のご協力を
お願い致します。

＜回収方法＞タオル、メガネ、カード類、マスクは、本部事務局へご送付いただくか、地方協会内
でまとめて収集下さい。　　　　　　　　　　

　　　　　　※カード類は有価証券のため、現金と同様に扱って下さい。

JAIFA社会貢献委員会

「マスク」の収集
を追加いたします！

● 不織布マスク、布マスク等
注！未使用・未開封であること
（衛生面には十分にご配慮下さい）
※コロナ禍の中、需要が多いため、年次大会開催
地である広島県内の福祉施設等へ寄贈致します。

メガネ

現在使用しなくなったメガネをお持ちでしたらお譲り下さい。
● メガネ（老眼鏡やサングラスも可能です）

ただし、レンズ、フレームに破損箇所があるもの、100円ショップで購入した商品はご遠
慮下さい。

※ＮＰＯを通じ経済的に余裕のない国や大きな災害時に被災地にお送りし役立てて頂くことができます。

ハガキ、切手、カード類

現在使用していないテレホンカードやプリペイドカード、
ハガキや切手などはございますか？
● ハガキ、切手など
● カード類
テレホンカード、クオカード、プリペイドカードなど
※社会福祉施設で作業することにより対価がもらえたり、施設で活用できます。
社会貢献活動での支援に活用して参ります。

未使用のタオル

ご自宅に未使用タオルはございませんか？
● ハンドタオル、バスタオル等

※年次大会の開催地である広島県内の福祉施設等の活
動に役立てて頂けるように、寄贈致します。

ご協力ありがとう
ございました！！

収集期間
2020年
11月1日

▼
2021年
5月27日収集へご協力のお願い収集へご協力のお願い

タオル、メガネ、カード類、マスク

2019年長野大会回収実績
● タオル…8,825枚　● ハガキ、切手…891枚
● メガネ…405個　   ● テレホンカード類…45枚

〒 103-0022　東京都中央区日本橋室町 1-13-5 日本橋貝新 N.Y. ビル 6 階
JAIFA「チャリティ& エコ活動」行 TEL：（03）3241-6633送付先
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